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欧
州
に
お
け
る
光
線
事
情

０

～

コ
ベ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
、

ワ
ル
シ
ャ
ワ
を
訪
れ
て
～

医
学
博
士

宇
都
宮
　
正
範

ワ
ル
シ

ャ
ワ
に
降
り
立

つ

私
た
ち

一
行
が
ワ
ル
シ
ャ
ワ

・
フ

レ
デ
リ

ッ
ク

・
シ

ョ
パ
ン
空
港
に
到

着
し
た
時
は
、
す
で
に
午
後
１０
時
を

ま
わ

っ
て
お
り
、
成
田
空
港
を
出
発

し
て
か
ら
約
２０
時
間
の
長
旅
で
あ

っ

た
。
空
港
に
着
く
と
、
来
日
さ
れ
た

カ
チ

ョ
ル
氏
に
加
え
、　
一
緒
に
仕
事

を
さ
れ
て
い
る
バ
ル
バ
ラ
氏
、
ボ
ジ
ェ

ナ
氏
が
ロ
ビ
ー
ま
で
出
迎
え
に
来
て

く
れ
て
い
た
。

早
速
、
バ
ル
バ
ラ
氏
の
広
い
お
屋

敷
で
、
歓
迎
の
食
事
を
振
る
舞
わ
れ

た
が
、
疲
れ
切
り
空
腹
感
に
乏
し
か
っ

た
私
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
箸
が
進
ま
ず
、

そ
の
様
子
を
察
し
て
く
れ
た
皆
さ
ま

は
、
早
々
に
私
た
ち
を
ベ
ン
シ

ョ
ン

風
の
宿
に
送
り
届
け
て
く
れ
た
。

翌
日
か
ら
は
分
刻
み
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル
を
こ
な
す
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、

こ
の
時
は
ま
だ
知
ら
さ
れ
て
お
ら
ず
、

私
は
ホ
テ
ル
の
ベ

ッ
ド
に
倒
れ
込
む

と
深
い
眠
り
に
つ
い
て
い
た
。

ワ
ル
シ

ャ
ワ
市
内

の

病
院
を
訪
問

翌
朝
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
初
日
の
空
は

快
晴
で
、
少
し
肌
寒
さ
を
感
じ
た
が

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
九
月
に
し
て
は
温
か

い
と
の
こ
と
。
今
日
か
ら
始
ま
る

一

連
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
つ
い
て
大
ま

か
な
説
明
を
受
け
、
す
ぐ
に
車
で
出

発
し
、
先
方
の
事
務
所
を
見
学
後
に

市
内
に
あ
る
病
院
を
訪
問
し
た
。

初
め
に
整
形
外
科
、
リ

ハ
ビ
リ
関

係
の
医
師
や
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
方
に

案
内
さ
れ
院
内
の
施
設
を
見
学
し
た

が
、
あ
る
ブ
ー
ス
で
突
然
硫
黄
の
臭

い
を
か
い
で
、
温
泉
療
法
を
実
践
し

て
い
る
治
療
室
を
見
た
と
き
の
私
の

驚
き
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
温
泉
療

法
室
、
高
圧
酸
素
室
等
が
並
ん
だ
施

設
は
、
日
本
と
大
き
く
異
な
り
、
西

洋
医
学

一
辺
倒
の
日
本
の
病
院
と
の

差
を
痛
感
し
た
。
日
本
の
病
院
し
か

知
ら
な
い
私
た
ち
に
と

っ
て
は
、
大

き
な
驚
き
で
あ
る
と
と
も
に
、
本
来

の
医
療
の
あ
る
べ
き
姿
を
見
た
よ
う

に
も
感
じ
た
。
も
と
も
と
、
治
療
法

は
そ
の
作
用
か
ら
、
化
学
療
法
と
物

理
療
法
に
分
け
て
捉
え
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
日
本
で
は
ど
う
し
て
も
化

学
療
法
が
優
先
と
な
り
、
物
理
療
法

は
付
け
足
し
の
感
が
否
め
な
い
か
ら
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で
あ
る
。

国
民
皆
保
険
制
度

が
整
備
さ
れ
、
国
民

の
医
療
、
福
祉
に
対

し
万
全
の
体
制
が
敷

か
れ
て
い
る
日
本
の

医
療
は
、
素
晴
ら
し

い
反
面
、
検
査
か
ら

治
療
に
至
る
ま
で
、

細
か
く
点
数
（価
格
）

が
決
め
ら
れ
、
選
択
肢
は
せ
ば
め
ら

れ
る
傾
向
に
あ
る
。
自
由
診
療
と
い

う
呼
び
方
で
保
険
外
の
行
為
も
あ
る

に
は
あ
る
が
、　
一
般
的
に
は
、
保
険

診
療
と
自
由
診
療
を
組
み
合
わ
せ
た

混
合
診
療
は
、　
一
部
を
除
い
て
認
め

ら
れ
て
い
な
い
。
訪
れ
た
欧
州
の
病

院
で
、
西
洋
医
学
を
主
と
し
た
診
療

行
為
と
温
泉
療
法
の
よ
う
な
物
理
療

法
が
並
び
立

っ
て
存
在
し
、
患
者
自

身
が
選
択
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い

る
こ
と
を
初
め
て
見
た
瞬
間
で
あ

っ

た
。光

線
療
法

の

講
演
と
治
療

の
実
演

そ
の
後
、
院
内
で
、
光
線
療
法
に

関
心
を
も
た
れ
て
い
る
医
師
、
看
護

師
、
理
学
療
法
士
を
前
に
、
私
は
、

明
治
の
末
に
日
本
に
伝
え
ら
れ
、
今

日
ま
で
独
自
の
発
展
を
遂
げ
た
光
線

療
法
に
つ
い
て
講
演
す
る
機
会
を
頂

い
た
が
、
感
慨
深
い
時
間
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
経
験
を
し
た
日
本
人
は
、

お
そ
ら
く
私
が
初
め
て
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
し
て
腰
痛
で
悩
ま
れ
て

い
る
お
年
寄
り
に
対
し
て
、
光
線
療

法
の
実
演
を
行
う
こ
と
が
出
来
た
こ

と
は
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ

っ
た

と
、
帰
国
後
、
何
度
も
思
い
起
こ
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
　
　
⌒次
号
に
続
く
）

体験 治療風景
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眩

襦

巡

襦

氣

及
．び
．送
料
変
更
の
お
知
ら
せ

消
費
税
を
２
０
１
４
年
以
来
５
年
半

ぶ
り
に
、
８
％
か
ら
１０
％
に
引
き
上

げ
る
方
針
を
打
ち
出
し
て
お
り
ま
す
。

弊
社
商
品
の
定
価
は
現
状
の
ま
ま

据
え
置
き
ま
す
が
、
方
針
通
り
に
消

費
税
が
１０
％
と
な

っ
た
場
合
、
そ
の

分
、
商
品
の
税
込
み
販
売
価
格
、
お

よ
び
カ
ー
ボ

ン
送
料
は
変
更
と
な

り
ま
す
。
純
粋
に
消
費
税
２
％
分
の

み
の
差
額
と
な
り
ま
す
が
、
１０
月
１

日
以
降

の
ご
注
文
分
か
ら
変
更
と

な
り
ま
す
の
で
、
お
間
違
え
の
な
い

よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

（表
）。

平
素
よ
リ
サ
ナ
モ
ア
商
品
を
ご
愛

顧
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■ サナモア光線治療器

さ
て
、
ご
存
じ
の
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
政
府
は
、
本
年
１０
月
１
日
、

商 ロロ 名
販売価格

(税込)
定 ‐価 送 料

全自動はつらつさん (HS― A) オープン価格 無 料

手動式はつらつさん (HS― M) ¥154′ 000 ¥140′ 000 無 料

8号器 卓上型   (SN-8) ¥154′ 000 ¥140′ 000 無  料

7号器 支柱型   (SN-7) ¥198′ 000 ¥180′ 000 無 料

■ サナモアカーボン

商 ロ ロ 名
販売価格

(税込 )
定  価 送  料

レギュラーカーボン(1箱 10本入) ¥3′520 ¥3′ 200

送料表参照
ジョイントカーボン (1箱 10本入) ¥4′620 ¥4′ 200

■ 男」注文品

商  品  名 販売価格

(税込)
定  価 送  料

はつ らつ さん集光器 セ ッ ト ¥11′000 ¥10′ 000 送料表参照

はつらつさん専用キャスター ¥49′500 ¥457000 無 料

はつらつさん電極  (左右 1組 ) ¥9′ 240 ¥8′ 400 ¥360

ホールダー    (左 右 1組 ) ¥ 1′320 ¥ 1′ 200 ¥360

商 品 お 届‐ 1ブ 先 1-15箱 6-30箱 31-50箱
僕 光器セット:

51箱～

関東 (東京都、茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、神奈川)

¥720 ¥920 ¥1′ 120

無 料

甲信越 (新潟、長野 山梨)

北陸 (富山、石川、福井)

中部 (静岡、愛知、二重、岐阜)

関西 (大阪、京都、滋賀、奈良、和歌山、兵庫)

南東北 (宮城、山形、福島)
¥820 ¥1′ 020 ¥1′ 220

中国 (岡山、広島、山口、鳥取、島根)

北東北 (秋田、青森、岩手)

¥920 ¥1′ 120 ¥1′ 330四国 (香川、徳島、愛媛、高知)

九州 (福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島)

北海道 ¥1′220 ¥1′ 430 ¥1′630

沖 縄 ¥1′220 ¥1′ 730 ¥2′240



(3)令和元年 7月 1□ 健康と光線 No 369

ッθム;石  宇都宮 正範

第
二
十
四
期

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
師

養
成
講
座
を
東
京
に
て
開
講

第
二
十
四
期
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療

師
養
成
講
座
を
、
六
月
七
日
、
八
日
の

二
日
間
の
日
程
で
開
講
致
し
ま
し
た
。

今
回
も
１３
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、

会
議
室
は
ほ
ぼ
満
席
で
し
た
が
、
受

講
生
の
皆
さ
ま
と
の
活
発
な
意
見
交

換
で
大
い
に
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

今
回
、
治
療
師
認
定
を
受
け
ら
れ

た
方
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
（写
真
）。

治
療
師
認
定
者

山
根
公
二
（大
阪
市
）、
大
滝
ひ
ろ
み

（川
崎
市
）、
森
園
子
（愛
知
県
）、
斎
藤

桂
子
（東
京
都
）、
久
木
裕
子
（東
京
都
）、

伊
藤
芳
夫
（川
崎
市
）、
増
田
洋
子
（愛

知
県
）、
藤
村
の
り
｝員
横
浜
市
）、
徳
山

博
美
（福
岡
県
）、
岩
元
大
（札
幌
市
）、

永
喜
一房
子
（神
戸
市
）、
相
原
め
ぐ
み

（東
京
都
）、
山
口
貴
子
（東
京
都
）。
敬
称
略

医
療
に
関
連
し
た
話
題
の
講
演
や

治
験
例
の
報
告
を
中
心
と
し
た
研
究

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、　
一
般

の
ご
愛
用
者
の
方
も
是
非
ご
参
加
下

さ
い
。
な
お
参
加
は
無
料
で
す
。

日
　
時

¨
十
月
二
十
六
日
⌒土
）

午
後

二
時
開
始

場
　
所

¨
０
東
京
光
線
メ
デ
ィ
カ
ル

本
社
　
一二
階
会
議
室

一
ナ
ガ
モ
ア
．
●
一

一●
地
方
部
会
‐報
‐‐告

一一．．一一一一．・一．一一一一．・・一・一・一・一一　
　
・一　
一一一・一一一・●
一一

サ
ナ
モ
ア
関
西
支
部
講
演
会

二
月
十
五
日
、
神
戸
に
て
関
西
支

部
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
当

日
は
上
野
郷
子
先
生
（ウ
エ
ノ
光
線

r壼
・・・・
ロロロロロロロロ

千:11111

関西支部 講 演風景

療
研
）を
は
じ
め
多
く
の
方
に
ご
出

席
頂
き
ま
し
た
。
会
議
室
は
ほ
ぼ
満

席
で
し
た
の
で
、
来
年
は
さ
ら
に
広

い
会
議
室
を
と
、
考
え
て
お
り
ま
す

⌒写
真
）。

第

五
十

回
記
念

「
光
と
熱

研
究
会

」
講
演
会

四
月
二
十
日
、
平
成
最
後
を
締
め

く
く
る
講
演
会
を
目
黒
区
民
セ
ン
タ
ー

の
会
議
室
に
て
行
い
ま
し
た
。
東
京

近
辺
の
ご
愛
用
者
さ
ま
を
中
心
に
約

４０
名
の
ご
参
加
を
頂
き
ま
し
た
が
、

と
て
も
好
評
で
し
た
の
で
、
来
年
以

降
、
四
月
の

「光
と
熱
研
究
会
」
は

こ
ち
ら
の
会
議
室
に
て
開
催
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
（写
真
）。

光 と熱研 究会 講 演風景

覆

〓
Ｅ
の
お
知
ら
せ

サ
ナ
モ
ア
東
北
支
部
講
演
会

隼 拿 日
時サ

ナ
モ
ア
九
州
支
部
講
演
会

九
月
十
三
日
（金
）

午
後
三
時
開
始

岩
手
県
民
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー

ア
イ
ー
ナ

会
議
室
７０３

盛
岡
市
盛
岡
駅

西
通
１
‐７
１１

０

１

９

１

６

０

６

１

１

７

１

７

Ｊ
Ｒ

「
盛
岡
駅
」
か
ら

徒
歩
４
分

十
月
十

一
日
（金
）

午
後
三
時
開
始

Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
天
神

福
岡
市
中
央
区
天
神
２
‐１４
‐８

福
岡
天
神
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
８
Ｆ

（υ
（υ
０４
１ワ１
０４
Ａυ
‐００
（υ
（υ
ＯＯ

地
下
鉄
空
港
線

「
天
神
駅
」

１
番
出
口
徒
歩
１
分

電
話
交
通

日
時

会
場
住
所

電
話
交
通一構

一篠
， 内
一漆
一

光
線
療
法

の
も

つ
力

～
骨
代
謝

と

カ
ル

シ
ウ
ム

パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
～
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０
人

工
光

源
に
よ
る
発
光

現
象

光
線
療
法
に
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
人
工
光
源
は
、
太
陽
光
と
同
様

に
、
紫
外
線
、
可
視
光
線
、
赤
外
線

の
連
続
ス
ペ
ク
ト
ル
を
放
射
す
る
必

要
が
あ
り
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る

た
め
に
は
、
高
温
で
燃
焼
す
る
物
質

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ

に
合
致
し
た
物
質
が
高
純
度
の
カ
ー

ボ
ン
（炭
素
）で
あ
り
、
地
球
上
で
唯

一
無
二
の
た
め
、
カ
ー
ボ
ン
ア
ー
ク

灯
は
発
明
以
来
、
今
日
に
至
る
ま
で

百
年
以
上
不
動
の
地
位
を
築
い
て
い

る
の
で
す
。

基
礎
的
な
原
理
は
、
「
温
度
輻
射
」

で
す
が
、
こ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
物
体
が

熱
（温
度
）を
持

つ
と
、
光
線
を
放
射

す
る
と
い

っ
た
原
理
で
す
。
無
論
、

私
た
ち
人
間
も
、
体
温
が
あ
る
以
上
、

光
線
を
放
射
し
て
い
ま
す
が
、
目
に

見
え
な
い
赤
外
線
で
あ
る
た
め
、
赤

外
線
カ
メ
ラ
を
用
い
る
と
捉
え
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。

電
極
で
あ
る
カ
ー
ボ
ン
が
高
温
で

燃
焼
す
る
こ
と
が
連
続
ス
ペ
ク
ト
ル

の
人
工
光
線
を
生
み
出
す
に
は
必
要

不
可
欠
で
す
が
、
医
療
用
カ
ー
ボ
ン

と
し
て
光
の
線
質
を
変
え
る
た
め
に

は
、
「
ル
ミ
ネ
セ
ン
ス
」
と
い
う
原

理
も
重
要
に
な
り
ま
す
。
夏
の
風
物

詩
で
あ
る
打
ち
上
げ
花
火
が
、
夜
空

を
彩
る
の
も
、
「
ル
ミ
ネ
セ
ン
ス
」

に
よ
る
も
の
で
、
尺
玉
の
中
に
は
、

様
々
な
金
属
元
素
が
入

っ
て
い
ま
す
。

サ
ナ
モ
ア
カ
ー
ボ
ン
に
も
鉛
筆
の
芯

の
よ
う
な
部
分
が
あ
り
、
こ
の
中
に

合
ま
れ
る
金
属
元
素
の
種
類
の
違
い

に
よ
り
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
カ
ー
ボ

ン
の
違
い
が
生
ま
れ
る
と
ご
理
解
く

だ
さ
い
。

②
カ

ー
ボ
ン

の
製
造

工
程

【
製
造

工
程
概
要
】

カ
ー
ボ
ン
製
造
工
程
は
左
記
の
通

り
で
す
。

原
料
工
程
―
粉
砕
、
減
純
な
ど

成
形
工
程
―
成
形
、
焼
成
、
加
工
、

芯
詰
な
ど

出
荷
工
程
―
製
品
検
査
、
梱
包
な
ど

【
カ
ー
ボ
ン
の
特
殊
性
】

カ
ー
ボ
ン
は
あ
ら
ゆ
る
物
質
の
中

で
耐
熱
温
度
が
最
も
高
く
、
高
温
下

で
も
溶
け
る
前
に
蒸
発
し
て
し
ま
う

物
質
で
す
。
よ

っ
て
カ
ー
ボ
ン
の
粉

末
な
り
塊
を
溶
か
し
、
必
要
な
鋳
型

に
流
し
込
む
な
ど
の
成
形
が
出
来
れ

ば
、
均

一
の
も
の
を
作
れ
ま
す
が
、

こ
れ
ら
手
法
が
使
え
な
い
点
が
、
大

変
に
厄
介
な
と
こ
ろ
な
の
で
す
。

し
た
が

っ
て
、
カ
ー
ボ
ン
を
加
工

す
る
に
は
、
原
材
料
を
粉
砕
、
混
練

し
た
後
、
必
要
な
形
を
作
り
、
酸
素

を
加
え
な
い
で
、
高
温
で
焼
成
処
理

す
る
方
法
を
取
り
ま
す
。

こ
の
点
か
ら
も
、
カ
ー
ボ
ン
の
製
造

方
法
が
特
殊
で
あ
り
、
原
材
料
の
品

質
が
如
何
に
重
要
か
が
分
か
り
ま
す
。

【
品
質
の
安
定
と
向
上
】

カ
ー
ボ
ン
製
造
工
程
の
中
で
、
特

に
品
質
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
原

料
粉
砕
、
混
練
、
焼
成
工
程
等
に
つ

い
て
は
、
設
備
投
資
を
行
い
、
完
全

自
動
制
御
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
品
質
の
安
定
性
を
飛

躍
的
に
向
上
さ
せ
ま
し
た
。

カ
ー
ボ
ン
製
造
に
は
、
複
雑
で
多

く
の
工
程
を
経
る
た
め
、
完
成
ま
で

に
長
い
期
間
を
要
し
ま
す
。

こ
の
様
な
取
り
組
み
の
も
と
現

在
、
医
療
用
カ
ー
ボ
ン
業
界
で
は
他

の
追
随
を
許
さ
ず
、
品
質
、
規
模
と

も
に
世
界
の
ト

ッ
プ
と
自
覚
し
、
さ

ら
な
る
研
鑽
を
積
む
所
存
で
す
。

燃
え
残
し
な
く
使
い
き
れ
る

ジ
ョ
イ
ン
ト
カ
ー
ボ
ン

サ
ナ
モ
ア
カ
ー
ボ

ン
に
は
、
従
来
か
ら
の
レ
ギ

ュ
ラ
ー
カ
ー
ボ

ン
と
接

続
可
能
な
ジ

ョ
イ
ン
ト
カ
ー
ボ

ン
が
あ
り
ま
す
。
後
者

の
カ
ー
ボ

ン
は
、

燃
え
残
し
部
分
の
カ
ー
ボ

ン
を
新
し
い
カ
ー
ボ

ン
と
接
合
す
る
こ
と
で
、

あ
ま
す
こ
と
な
く
使
用
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
ま
し
た
。

ご
愛
用
者
さ
ま
か
ら
の
声
に
お
応
え
す
る
た
め
、
研
究
を
重
ね
た
末
に

完
成
し
た
ジ

ョ
イ
ン
ト
カ
ー
ボ

ン
は
、
石
油
が
原
材
料
の
カ
ー
ボ

ン
を
完

全

に
使

い
切
る
た
め
、

エ
コ
に
も

一
役

買

っ
て
い
る
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

安
全

に
光
線
治
療
器
は

つ
ら

つ
さ
ん

（Ｈ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
）を
ご
使
用
頂
く
た
め
に

使
用
す
る
カ
ー
ボ

ン
は
、
ジ

ョ
イ

ン
ト

カ
ー
ボ

ン
の
み
と
な
り
ま
す
の
で
、

く

れ
ぐ
れ
も
お
間
違
い
の
な

い
よ
う

に
お

願
い
致
し
ま
す
。

一一畿量雫，．．．．．
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圃
□
回
□

サ
ナ
モ

神
戸
市

症
例
　
６３
歳
　
女
性

症
状
　
６０
歳
頃
か
ら
両
手
に
し
び
れ

を
認
め
⌒と
く
に
左
側
）、
整
形
外
科

で
変
形
性
頚
椎
症
と
診
断
さ
れ
、
牽

引
療
法
や
局
所
注
射
等
を
受
け
て
い

た
が
、

一
向
に
改
善
が
見
ら
れ
な
か

っ

た
。
ま
た
以
前
よ
り
狭
心
症
に
て
投

薬
を
受
け
て
い
た
が
、
時
々
、
胸
部

不
快
を
自
覚
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
。

療
法
経
過
　
治
療
は
当
初
変
形
性
頚

椎
症
に
対
し
て
施
行
。
Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ

ン
に
て
、
両
足
裏
を
３０
分
、
両
足
関

節
を
１０
分
、
両
膝
を
１０
分
照
射
後
、

Ｂ
Ｄ
カ
ー
ボ
ン
で
、
上
背
部
を
２０
分
、

後
頭
部
を
２０
分
照
射
。
同
様
の
治
療

を
、
自
宅
で

一
日
二
回
、
毎
日
行
う

よ
う
指
導
し
た
。

治
療
開
始

一
か
月
後
、
し
び
れ
は

左
側
の
手
に
少
し
残
存
す
る
も
の
の
、

か
な
り
軽
減
。
後
頭
部
の
張
り
、
肩

の
凝
り
も
軽
減
し
て
、
後
頭
部
周
囲

形
性
頚
椎
症
を
治
療

ノ
光
線
療
研

上
野
　
郷
子
氏
報
告

Ｔ
匿
Ｌ
Ｏ
七
八
―
三
三
二
―
一二
五
八

が
軽
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

三菱固

三
か
月
後
か
ら
、
腹
部
、
腰
部
、
前

頚
部
に
対
し
て
、
Ｂ
Ｄ
カ
ー
ボ
ン
に

て
・５
分
の
照
射
を
追
加
す
る
よ
う
指

示
。
約
十
か
月
が
経
過
し
た
頃
に
は
、

手
の
し
び
れ
は
ほ
ぼ
消
失
。
こ
れ
ま

で
、
胸
部
不
快
を
認
め
た
際
に
頓
用

で
内
服
し
て
い
た
発
作
止
め
の
薬
の

使
用
頻
度
も
著
し
く
減
り
、
良
好
に

経
過
し
て
い
る
。

療
法
経
過
　
お
話
を
伺
い
、
お
そ
ら

く
第
四
、
第
五
腰
椎
付
近
に
狭
窄
が

あ
る
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
た
た
め
、

腰
部
を
Ｂ
Ｃ
カ
ー
ボ
ン
に
て
痛
み
が

軽
く
な

っ
た
と
納
得
で
き
る
ま
で
照

射
す
る
よ
う
指
示
し
た
。

数
日
後
の
電
話
連
絡
で
、
自
分
は

皮
膚
が
弱
い
か
ら
Ｃ
カ
ー
ボ
ン
を
使

う
の
に
抵
抗
が
あ
る
と
話
さ
れ
た
の

で
、
Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ
ン
の
組
み
合
わ
せ

囲
□
回
□
固

腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
に
よ
る
痛
み
が

サ
ナ
モ
ア
で
軽
快

福
岡
県
春
日
市
　
育
美
健
康
光
線
療
研

山
崎
　
い
く
子
籠
笙
削
３
氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｏ
九
二
〈
薫
畝
二 一
‐ ―
一一
Ю
罐
軌

症
例
　
７０
歳
　
女
性

症
状
　
サ
ナ
モ
ア
ご
愛
用
者
。
最
近
、

歩
い
て
い
る
時
に
腰
が
重
く
な
り
、

徐
々
に
足
が
し
び
れ
、
し
ゃ
が
み
込

む
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。
日
常
生
活

に
お
い
て
、
洗
濯
物
を
干
す
の
も
困

難
な
状
況
と
な

っ
て
い
た
た
め
、
光

線
療
法
で
治
す
に
は
何
カ
ー
ボ
ン
の

組
み
合
わ
せ
が
良
い
か
と
電
話
で
質

問
を
受
け
た
。



No 369 健康と光線 令和元年 7月 1日 (6)

塀 1‐1

::瘍

圏
□
臨
団
圏
国
画

保
護
し
た
黒
猫
と
大

に
対
す
る
光
線
治
療

東
京
都
品
川
区

　

］序
療
術
院

］序
　
み
ど
り
氏

報
告

症
例
①
　
黒
猫
、
メ
ス
、
推
定
生
後

２
～
３
か
月
、
体
重
４０００
～
５０００

ｇ

（月

齢
よ
り
少
な
い
）
。

症
状
　
く
し
ゃ
み
、
鼻
汁
、
目
や
に
、

結
膜
炎
、
下
痢
、
脱
水
、
食
欲
不
振
、

真
菌
感
染
に
て
、
動
物
病
院
を
受
診

し
補
液
を
施
行
し
た
が
、
半
分
も
入

ら
ず
、
獣
医
は
渋
い
表
情
で

一
週
間

も
つ
か
な
と
話
し
た
。
抗
生
剤
、
整

腸
剤
等
も
投
与
。

療
法
経
過
　
そ
の
日
か
ら
、
Ｂ
Ｄ
カ
ー

ボ
ン
に
て
、
毎
日
４
～
６
時
間
、
時

間
の
許
す
限
り
の
照
射
を

一
か
月
に

わ
た
り
施
行
。
光
線
療
法
を
開
始
し

て
１０
日
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
、
徐
々
に

食
欲
が
で
て
、
体
重
も
少
し
ず
つ
増

え
、
元
気
を
取
り
戻
し
た
。
獣
医
は

ま
さ
か
こ
こ
ま
で
回
復
す
る
と
は
思

わ
な
か

っ
た
と
驚
か
れ
て
い
た
。

症
例
②
　
犬

（チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
ク
レ

ス
テ
ッ
ド
ド

ッ
グ
）
、
メ
ス
、
４
歳
。

症
状
　
６０

ｍ
四
方
の
ス
テ
ン
レ
ス
製

ケ
ー
ジ
に
入
れ
ら
れ

っ
ば
な
し
の
状

態
だ

っ
た
た
め
、
膝
が
変
形
し
、
痛

み
で
伸
展
で
き
な
い
状
態
。
繁
殖
時

の
み
ケ
ー
ジ
か
ら
出
し
て
も
ら
え
、

そ
れ
以
外
の
食
事
、
排
泄
は
ケ
ー
ジ

の
中
で
、

散
歩
も
し
て
い
な
か

っ

た
。
そ
の
た
め
、
三
か
所
に
床
ず
れ

（
径

７

ｍ
、

５

ｍ
、

３

ｍ
）

が
で

き
、
筋
肉
量
も
減

っ
て
い
て
、
肋
骨

の
間

に
指

が

入

る

く

ら

い
痩

せ

細

っ
た
状
態
で
保
護
。
同
じ
向
き
で

座
る
癖
が
あ
り
、
下
に
な
る
左
側
の

膝
は
屈
曲
。
食
欲
は
あ
る
も
の
の
、

与
え
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
様
子
で
、

男
性
に
対
し
て
苦
手
の
よ
う
で
あ

っ

た
。

療
法
経
過
　
治
療
は
Ｂ
Ｄ
カ
ー
ボ
ン

に
て
、　
一
日
７
時
間
以
上
、
長
い
時

は
１０
時
間
の
照
射
を
施
行
。
治
療
を

′̈~¨~¨ ~… サナモア体験託募集…―一̈̈一、̈
光 線 療 法 普 及 協 会 で は、 皆 様 か らの体 験 記 を募

集 して お ります。 な お掲 載 させ て頂 いた方 に は、

薄謝 を贈呈致 します。

サ ナ モ ア体 験 記 の投 稿 に つ いて 、 メ ールで の募

集 も開始 いた しま した。 下 記 の ア ドレス まで 、 お

1気
軽 にご投稿をお願 い申しあげます。

t._竺生、こと色1.壁ramOre@hLcatv.ne」
p

始
め
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
、
食
事
量

も
増
え
て
、
伸
展
で
き
な
か

っ
た
膝

も
伸
ば
せ
る
よ
う
に
な
り
、
二
か
月

が
経
過
し
た
頃
に
は
、
散
歩
時
に
浮

か
せ
て
い
た
足
を
、
地
面
に
つ
い
て

歩
け
る
よ
う
に
な

っ
た
。

床
ず
れ
は
、
当
初
、
骨
が
見
え
る

よ
う
な
状
態
で
、
浸
出
液
の
分
泌
が

見
ら
れ
た
が
、
徐
々
に
潰
瘍
辺
縁
か

ら
乾
燥
し
始
め
て
縮
小
し
、
コ
イ
ン

大
の
痴
皮
を
形
成
、
最
後
は
き
れ
い

に
治
癒
し
た
。
今
は
と
て
も
元
気
で

す
。

（本
紙
の
無
断
転
用
を
禁
止
し
ま
す
。
）
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